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１ ごllll■に・ばれる意外と短らないレクのアレンジをご綴介!
1.ご利用者の「達成感」「満足感」を引き出す手法

2.「自1:」につながる目S!l ・ 場Ｓに合つたレク支援

3.既存のレク・体操ネタにプラスａする方法

4.リハビリ・機能訓練の効果を上げる活動プログラム

5.マンネリ化しやすい体操を「楽しさ」に変えるコツ

iiiiiii　　　　　　　　　　R擢
Ｓ

｜
半田育子ａ
《横浜･福岡･大阪会ｔ llにｚご－ la留昌ｒ岡¨） |彗ｓぢａ。
旬の食材を使つて
認知症予防が実ａできる
臨床美術と絵画療ii
～小さな野菜の絵手紙～

コミユニケーシヨン能力の
lt持・向上、利用者同・の
交流が深まるレク

片麻捧の方の生活場面を
想定した転倒予Ｓの
レク・アクティビティ

要介護者ｶﾞX楽しく・無理なく
集中できる

小集回活動プログラム

休　　憩

旬の食材を使つて
S･1症の方の
残存能力を引き出す
臨席美術と縦画療ji
～ｱｼﾞの干物～

「注意」「認知」「選択』などの

認知機能の・性fﾋで
自立を促すレク

「重llきが浸1しない」を解1肖!
下肢筋カアツプのための
レク・アクティピティ

牛ほ動作の維持・改善で
生活リズムを!IEみ出す
小集団活動プログラム

休　　憩

旬の食材を使うことで
幼稚な作品づくりにならない
臨床美術と絵画療11
～立体ｶﾎﾞﾁｬ～

「やらされている」感を与えない!

利用者主体でやるＳこさせる!
心JI機能向上レク

少ないスタツフでilを上げる!
アレンジ次第で

バリエーシヨンが増える!

n護予防のﾚｸ・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

楽しさ倍増で
デイヘの参加を促す
小集団活動プログラム
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EIﾔ年のａ子と当日のもっとｐしいt肖報はvｖebでごｘいただけます
臨iiilll霞S工jS契ＳでＳしく目きりかａ成できる

1999Sgl
[・日の4験レク]

＜10:00～12;00ン

コミユニケーシヨン能力維持･向上レク
・・語コミユニティとlr・語コミ９－チィをｌｌしたき|ｶ
・ｔクイズでＳい・をglきｉす・Ｓ命のきいj4クイズ

・洗Sバサミふれあいゲームなど

く12:50～14:50ン

認知機能活性化レク
ｅＥＩ、ｌｉｌ．ＩＳ力、ま191、ll力をitilﾋさせるll
・写Ｘでこれなあにクィズ・どんぐりころころＩＳ動
・あんたがたどこさでちよいとかぶせなど

く15:00～17:00ン

利用者主体で行う,5身機能向上レク
ｅＺがﾀ↑いたら１体Ｓこ･Ｓしているアクティビティ

・ティツシユペーパータペストティ・ストローピンポン･Rき

ヽヨーヨーチヤツチ・Ｓ馬ダツシユなど

ミミ回=Ｑ回･ソーンIL肖lつ７ｒフログフムのχａ

1`9そ91`i119ｰ
[当日のＳ験レク]

く10:00～12:00ン

コミユニケーシヨン能力維持･向上レク
ｅ何も使わす９皐なアクティピディ

ヽハートで握手・グーパーアラカルト

・タッチングゲーム　など

く12:50～14:50ン

認知機能活性化レク
ｅバネルシアターを活１したアクティビティ

・搾・･弱　ヽ勤4自・Ｒ・て

・ジヤンケンlt合わせなど

<15:00～17:00ﾝ

利用者主体で行う心身機能向上レク
ｌａつたまま･単４撮

・アロマストレツヂ

～うたをliiしたｌ単な4Sなど

Ｓ駈ＳＳ-　９１Ｕ意靫かal肖やＳ業|こａれ必

ＩＳＳＩ鴎SS士／レクリエーションコーディネタ

圖日の|本Ｓレク］

＜10:00～12:00ン

片麻輝の方への転倒予防レク
・元気一蕎声だしt本操

・片麻捧の方のli・予Ｓタォルストし岬ジチ

・リズムダンスでステップを楽しむなど

＜12:50～14:50ン

下肢筋カアツプのレク
ヽｅＳのススメ・pnきＳりごＳしく１１Ｓ働

・エライヤッチャジャンケンで下ａを徽えるなど

＜15:00～17･00ン

バリエーションが増える介慶予防レク
・やるＺａタ!日替わりリーダー

・億Ｓづくりは自主ﾄﾚか5

・1日統けよう楽ぐ体操あれこれなど

・SIRIIIS皿牛|ＪＳＷとのＳ９回liぞ９めるISj

r199Slttl
圖日の4躾レク］

＜10:00～12:00ン

片麻婢の方への転倒予防レク
・レク・ァクティピティが一方的にな5ないためのａ供万iま

・粍･ｉと一締に搾るADLalのためのレク・ァクティビティ

・バランスｌ力をSめるためのﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞｧｸﾃｨﾋﾞﾃｨなど

<12:50～14:50ン

下肢筋カアツプのレク
・ﾃﾞｲでliう下･ｔｶｱﾂﾌﾟのﾚｸ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨのlagとli

・會・に合わせて行う・・ﾚｸとその９・

・ﾀｶＳ的なｉ楽の・さとχSの・れ（・ｉ績）など

＜15:00～17:00ン

バリエーシヨンが増える介護予防レク
・ネタ９れGiveupの・｜・

・バリエーシヨンを広げるための工夫

・タないスタツフでどうアレンジしていくのか

・１つのﾚｸから３・４つ増やすためのﾃｸﾆﾂｸと漬lなど

-

ｔ各分科台のレク６容は,当日の参加状況によって変・

となる塀合がございますことをご了承ください。

を各Ｒ間帯のプログラムはご自由に選択できますが1つ

の会贈へ参加者がＳ中した場合は,立ち見となる場合

がございますのであらかじめご了承ください。

ぞ参加費とはが|』に材料Ｒが必要となる分科台の場合は、

か力l証に明記いたします。

１多くの施設の方とだ

で.積極的に９報交換を行つてください。

:けます匯万耶丿鮮琢]「jii1，
㎜ＳＳ皿センス･コミユフシヨフ・床ＳＳＳａｔｉＪ

Ｓｊ ｌｉｊ皿'ゞｉｉａＳＲＳＳ昌g習･lllSIZ皿Ｓ E５「 'Z皿

lびわこ臨ほ美llg究会アトリエパンダ/臨床芙術士
[当日の4･レクj

く10:00～12ﾆ00ン

小さな野菜の絵手紙
・ｓぼ美術と絵圖1齢まとは・旬の・木ｫで9節を・じる

・ｌ・Ｓ特のにじみをきかしなが6の・きのX践

・小さな・菜の・手紙をＳ・に｜作　など

＜12:50～14:50ン

アジの干物
・市や娠を九めてl奉に１９な･Sを弗る手;i(ラギング)を41

～アジの干物を・ＳにＳく

・作品づくりのタッチを楽しむポイント

＜15:00～17:00ン

立体カボチャ
・新ｌｌを{lつて・体カポチャを作るとは

・Ｓａ、Ｓさ、き台いなどをＳ・に・じる

・色にこだわ５ず自分だけのオリジナルカポチャづくり

-mSSI皿　リハヒリやatill疆の効束そ上ける

.S:=　●　　■

II9919919s
[・日の4本Sﾚｸ1

く10:00～12:00ン

楽しくて無理なく小集団活勤
ヽパランスＳａ!のっけましょ!　・落とし穴にご用心!!

ヽそ－っと通して　　　　　　　など

<12:50~14:50ﾝ

ADL維持･改善の活動プログラム
・はかりましょ　・どれだけ入る2.

・くぐって回せ　　　　　　など

く15:00～17:00ン

体を動かしむも踊るレクリエーシヨン
・リズムにのつて　ヽ落としちやダメよ!つ

・しつかり支えてNC－クラツシユ!!　など

自皿
①講師の;ちから・接
アドバイスカiもらえる!!

(l)!9Flgr7k91え・

お串しiaみ後,事前に「質問シートJI

を配布いたします.研修会当日まで

に提出いただくと,先まからの親身１

なアドバイスがもらえます!(１日,Si

!!?99やや力ほのみ開ＳできるＷＥＢ'"-ｼﾞを
R設予定）

ｉ茸９の６Ｗにより回・ができないＳ合もあります

リハプリントを9レゼント!

必

ごｔＭの台｜に

○をしてください

ふりヵな

Ｅ名

住所
(自Ｒ一勣ａ先)

勤務先名

－

Ｔ

5/18（日）横浜 6/２８（土）福回

ＴＥＬ

ＦＡＸ

皿先
(自ｔ・務先)

携帯
－

メール
一

職種

※ﾟ

■SZ11ZallSIZI

7/２６（土）大阪

にｔｍします

※上Ｅｲ回人･ｉ９は,当研究会の・ミＪ釦こ関してのみｲ吏用します。
参力口費のＭ付をもってiEま串しふみとなります.なお,か力nRの返金はいたしません.お串しふみ4§き1・問たっても人ま案らが届かない場台は,・Ｓ岡までご｜絡ください。
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